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要約  

・ 遠隔心臓リハビリテーション（CR）が外来患者のCRプログラムとして

実行可能な代替手段となり得るかを検討した。 

・ 対象は、左室駆出率が 50％未満の入院心不全患者（HF）。 

・ 退院後に遠隔CRプログラムに参加した患者は、退院後2週間毎に

循環器医と看護師による電話サポートが提供された。 

・ 外来CR群（n = 69）、遠隔CR群（n = 30）、非CR群（n = 137）におい

て、退院後30日以内の緊急再入院率とEQ-5Dスコアを比較した。 

・ 外来CR群と遠隔CR群における退院後30日以内の緊急再入院率

は、非CR群と比較して有意に低かった。 

・ 遠隔CR群の退院30日後のEQ-5Dスコアは、外来CR群より有意

に高かった。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ 遠隔CRは、退院後の心不全患者の短期予後において、外来CR

と同等の効果であった。 

・ この研究は、外来CRプログラムの優れた代替手段として遠隔CR

プログラムを提供できることを示唆している。 


